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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

デジタル地図情報更新システム構築のため，提案手法では異なる日時に同一地点を撮影した車載カメ

ラ画像間の比較により，街並の変化（建物や看板の構造・テクスチャの変化）を検出することを目的

とする．しかしながら，観測車両として一般車両を利用するため，撮影画像には撮影条件の変化によ

る見えの変化が生じている．さらに対象となる街並は多種多様であり，撮影画像中にどのような街並

が存在するかの事前知識は取得できない．また，撮影画像中には街並以外の様々な変化が生じている． 
そこで，提案手法ではまず過去画像と入力画像間の特徴点マッチングと画素間マッチングの 2つのマ
ッチングを行う．まず初めに，回転・スケール・照明変化に頑健なあ SIFT特徴点による対応付けに
より，画像間の対応関係を推定するとともに画像全体に渡る大きな街並の変化を検出する．次に，推

定された対応関係を利用したグラフカットによる画素単位のマッチングを行い，変化領域抽出を実現

する．対応関係を用いて対応する画素の探索範囲を限定することで，計算コストの低減とマッチング

精度の向上を実現した．この抽出された変化領域には街並以外の様々な変化が含まれている．そこで

提案手法では，「変化が生じている時間」により変化領域の識別を行う． 
街並の変化が生じていない同一地点の3つの過去画像と1つの入力画像から得られた変化抽出結果を
もとに多数決的に街並の変化を検出する.提案手法により，事前知識なく街並の変化が生じている領
域の面積や種類を問わない街並の変化検出を実現した．	
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